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今、求められている授業を考えるには
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今、求められている授業を次のように捉えると

• 学習指導要領（資質・能力の育成）
• 主体的・対話的で深い学び
• 指導と評価の一体化
• 個別最適な学びと協働的な学び
• ＧＩＧＡスクール構想 等

これらが生まれた背景を考えると、
何故求められているのか見えてくるはず



学習指導要領で目指すこと
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全面実施５年目です

何を目指し、
三つの柱に

整理されたのか



小学校学習指導要領前文
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一人一人の児童が、自分のよさや
可能性を認識するとともに、あら
ゆる他者を価値のある存在として
尊重し、多様な人々と協働しなが
ら様々な社会的変化を乗り越え、
豊かな人生を切り拓き、持続可能
な社会の創り手となることができ
るようにすることが求められる。



日本の人口の推移予測

5総務省HP 「我が国における総人口の長期的推移」より



人口の構成推移

6令和２年国勢調査 人口等基本集計結果 結果の概要 Ｒ３年11月 総務省統計局



人口の構成推移（海外と比べて）
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令和２年国勢調査 人口等基本集計結果 結果の概要 Ｒ３年11月 総務省統計局

日本



Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージ
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学習評価の改善の基本的な方向性

9

目指すべきは、資質・能力の育成



学習評価の基本的な考え方
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平成29・30年改訂の学習指導要領下における
学習評価に関するQ&A より



単元の指導と学習評価について
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学習評価
学習評価

学習評価
学習評価

指導 手立て

記録に残すものについては、
単元の評価規準に基づき、
その実現状況をみていく。

指導 手立て
指導 手立て

指導 手立て



学習指導要領改訂において指摘されている課題
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○ PISA2012（平成24 年実施）においては、読解力の平均得点が比較可能な調査回
以降、最も高くなっているなどの成果が見られたが、PISA2015（平成27年実施）に
おいては、読解力について、国際的には引き続き平均得点が高い上位グループに位
置しているものの、前回調査と比較して平均得点が有意に低下していると分析がな
されている。これは、調査の方式がコンピュータを用いたテスト（CBT）に全面移行
する中で、子供たちが、紙ではないコンピュータ上の複数の画面から情報を取り出
し、考察しながら解答することに慣れておらず、戸惑いがあったものと考えられる
が、そうした影響に加えて、情報化の進展に伴い、特に子供にとって言葉を取り巻
く環境が変化する中で、読解力に関して改善すべき課題が明らかとなったものと考
えられる。
○ 全国学力・学習状況調査等の結果によると、小学校では、文における主語を捉
えることや文の構成を理解したり表現の工夫を捉えたりすること、目的に応じて文
章を要約したり複数の情報を関連付けて理解を深めたりすることなどに課題がある
ことが明らかになっている。中学校では、伝えたい内容や自分の考えについて根拠
を明確にして書いたり話したりすることや、複数の資料から適切な情報を得てそれ
らを比較したり関連付けたりすること、文章を読んで根拠の明確さや論理の展開、
表現の仕方等について評価することなどに課題があることが明らかになっている。
○ 一方、全国学力・学習状況調査において、各教科等の指導のねらいを明確にし
た上で言語活動を適切に位置付けた学校の割合は、小学校、中学校ともに90％程度
となっており、言語活動の充実を踏まえた授業改善が図られている。しかし、依然
として教材への依存度が高いとの指摘もあり、更なる授業改善が求められる。









ICT端末を
使った情報
活用能力



◆テキストから情報を探し出す問題や、テキストの質と信ぴょう性を評価する問題などの正答率が比較的低い。

◆自由記述形式の問題において、自分の考えを他者に伝わるように根拠を示して説明することに引き続き課題。

PISA（OECD生徒の学習到達度調査）2018から明らかになったこと（読解力）
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読解力の定義

【読解力の定義】

自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を

発達させ、社会に参加するために、テキストを

理解し、利用し、評価し、熟考し、これに取り組

むこと。

－テキスト中の情報にアクセスし、取り出す
－関連するテキストを探索し、選び出す

①情報を探し出す

－字句の意味を理解する
－統合し、推論を創出する

②理解する

－質と信ぴょう性を評価する
－内容と形式について熟考する
－矛盾を見つけて対処する

③評価し、熟考する

測
定
す
る
能
力

●2018年調査（読解力分野）の公開問題 【ラパヌイ島】

問１

問６

タブをクリックし、画面表示
する課題文を選ぶ。

問６ 【測定する能力 ②理解する】
２つの説に関する原因と結果を選択肢から
選び、ドラッグ＆ドロップ操作によりそれぞれ
正しい位置に移動させ、表を完成させる。

3種類の課題文で構成
○大学教授のブログ
○書評
○オンライン科学雑誌の記
事

2018年調査は、全小問245題のうち約7割の173題がコンピュータ使用型調査用に開
発された新規問題。オンライン上の多様な形式を用いた課題文（投稿文、電子メール、
フォーラムへの参加回答など）を活用。

読解力分野のコンピュータ使用型調査の特徴

問１ 【測定する能力 ①情報を探し出す】

ある大学教授のブログを画面をスクロール
して読んだ上で、教授がフィールドワークを
始めた時期を選択して解答する。

新学習指導要領の実施による、①各教科等における言語能力の確実な育成、②情報活用能力の確実な育成、が必要



ＰＩＳＡ２０２２
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授業作りの手順の確認

Step１ 単元で取り上げる指導事項の確認
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Step５ 評価の実際と手立ての想定Step５ 評価の実際と手立ての想定

Step４ 単元の指導と評価の計画の決定Step４ 単元の指導と評価の計画の決定

Step３ 単元の評価規準の設定Step３ 単元の評価規準の設定

Step２ 単元の目標と言語活動の設定Step２ 単元の目標と言語活動の設定



「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
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こちらに
詳しく解説

されております

事例１ キーワード 指導と評価の計画から評価の総括まで
「夏休みの思い出を報告しよう」（第２学年）

事例２ キーワード 「主体的に学習に取り組む態度」の評価
「世代による言葉の違いについて意見文を書こう」（第６学年）

事例３ キーワード 「知識・技能」の評価
「読書に関する情報を読んで活用しよう」（第５学年）

事例４ キーワード 「思考・判断・表現」の評価
「読んで感じたことや考えたことをまとめよう（ごんぎつね）」（第４学年）



事例２（主として「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法の一例）①

１ 単元の目標
(1) 世代による言葉の違いに気付くことができる。 〔知識及び技能〕(3)ウ
(2) 筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えることができる。 〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(1)イ
(3) 事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができる。

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(1)ウ
(4) 言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して思いや考えを伝え合おうとする。

「学びに向かう力、人間性等」

２ 単元で取り上げる言語活動
世代による言葉の違いについて、書き表し方を工夫して意見文を書く。(関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ⑵ア)
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単元で取り上げる指導事項を確認し､単元の目標と言語活動､評価規準を設定

・語句の由来などに関心をもつとともに、時間の経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付き、共通語と方言との違い
を理解すること。また、仮名及び漢字の由来、特質などについて理解すること。〔知識及び技能〕（３）ウ

・筋道の通った文章となるように、文章全体の構成や展開を考えること。 〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(1)イ
・目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意見とを区別して書いたりするなど、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫すること。〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(1)ウ
・言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して、 思いや考えを伝え合おうとする態度を養う。

〔学びに向かう力､人間性等〕

主体的に学習に取り組む態度思考・判断・表現知識・技能

①粘り強く、自分の考えが伝わるよう
に書き表し方を工夫し、学習の見通
しをもって意見文を書こうとしてい
る。

①「書くこと」において、筋道の通っ
た文章となるように、文章全体の構
成や展開を考えている。（Ｂ(1)
イ）
②「書くこと」において、事実と感想、
意見とを区別して書くなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工
夫している。（Ｂ(1)ウ）

①世代による言葉の違いに気付いてい
る。（(3)ウ）

３ 単元の評価規準

【単元で取り上げる指導事項】



事例２②
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評価規準・評価方法等指導上の留意点学習活動時

［略］［略］１

［知識・技能①］
ノート

・世代によって使用する言葉の違い
があることに気付いているかの確認

［思考・判断・表現①］
文章構成表
・筋道の通った文章構成になってい
るかの確認

・資料として「国語に関する世論調査」（文化庁）を紹介
し、活用を勧める。
・収集した情報は、出典を記録しておくように指導する。

・収集した情報を使って戸惑いや難しさの原因を説明で
きるか、情報と「分かったこと」が対応しているか､「分
かったこと」が明確かという点を友達と確認するように指
導する。必要があれば修正を求める。

・「始め」、「中」、「終わり」の各部分に書く内容の大体と
配置を考えるように促す。

・読み手の関心を引くために、「始め」において問いかけ
たり、自分の経験を示したりする工夫を盛り込むように
する。
・頭括型、尾括型、双括型の文章モデルを示す。
・必要に応じて文章構成の修正を指導する。

○上の世代との会話において感じる戸惑いや難
しさの原因が何であるかを予想する。

○戸惑いや難しさの原因を理解する手がかりと
なる情報を資料から収集し､「調べたこと（事実）」
としてノートに整理する。

また､整理した情報から「わかったこと」もノートに
書く。

○ノートにまとめたことを友達と説明し合い、相
互に質問したり気付いたりしたことを伝えたりし
て、自分の考えを整理する。

○考えたことを読み手に伝えるために、文章全
体の構成をどのようにするかを考え､文章構成
表に整理する。

○文章構成表を示しながら文章の大まかな流れ
を友達に説明し、筋道の通った文章になるかど
うかを話し合う。

２・３・
４・５

［略］［略］［略］６・７・
８・９

「おおむね満足できる」状況(B)の想定
「資料から収集した情報と、その情報から分かった
ことが対応しており、全体として筋道の通った構成
を考えている児童」と想定

「おおむね満足できる」状況(B)の想定
「使用している言葉が世代によって一部異
なっていることを示す情報を発見し、そこか
ら分かったことをノートに記述している様子
が見られた児童」と想定

適切な時間に
評価の場面を設定

主体的に取り組みたくなる課題
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評価規準・評価方法等指導上の留意点学習活動時
［略］［略］１

［略］［略］２・３・
４・５

［思考・判断・表現②］
意見文
・考えを伝えるために
書き表し方を工夫して
いるかの確認

［主体的に学習に取り組
む態度①］
振り返りの記述
・粘り強く試行錯誤しな
がら書き表し方を工夫
しているかの確認

・下書きを書く際は、客観的な 事象によ
る裏付けと合わせて自分が考えたこと
を示すという点に留意して、書き表し方 
を工夫できるよう助言する。 
・書き表し方について友達と助言し合う
よう促す。 
・完成後は友達の考えや書き表し方の
よさを伝え合い、自分の文章のよいとこ
ろに気付けるようにする。 
・自分の考えたことを伝えるために、ど
のように書き表し方を工夫したのかを振
り返らせる。 

○ノートに整理したことと文章構成
表に基づいて下書きをする。

○友達と下書きを読み合う。

○下書きを修正し、それを基に清 
書する。 

○清書した意見文を友達と読み 
合う。 
○学習全体を振り返る。 

６
・
７
・
８
・
９

適切な時間に
評価の場面を設定「おおむね満足できる」状況(B)の想定

「自身の書き表し方の工夫について振り返っていると
ともに、友達や教師と交流した際に得た指摘や助言
を踏まえて書き表し方をさらに良いものにしようと粘
り強く試行錯誤する様子が見られた児童」と想定

事例２③
単元の指導と評価の計画の決定

試行錯誤する場面の確保



事例２④
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【知識・技能①】世代による言葉の違いに気付いている。（第２・３・４・５時）

（「おおむね満足できる状況」（Ｂ）と評価した例）

使用している
言葉が世代
によって一部
異なっている
ことを示す情
報を発見して
ノートに整理
している。

収集してノー
トの整理した
情報から分
かったことを
ノートに記述
している。

漢字を用いた言い方と片仮名を用いた言い方、及び「〜る」、「〜い」と
いう言い方について世代ごとの傾向に関する情報を資料から収集し、
ノートに整理している。そして､高齢者が漢字を用いた表現をよく使う傾
向にあることや「パニクる」、「うざい」などの言葉を使う割合が若い世代
と高齢者で異なるということを記述している。このような記述から、「おお
むね満足できる」状況（ B）と評価



事例２⑤
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【思考・判断・表現①】「書くこと」において、筋道の通った文章となるように、文章全体の構成
や展開を考えている（第２・３・４・５時）

（「おおむね満足できる状況」（Ｂ）と評価した例） 全体として筋道の通っ
た構成を考えている。

資料から収集した情報とその
情報から分かったことが対応

している
資料から収集した情報とその
情報から分かったことが対応

している

自
身
の
経
験
と
読
み
手
へ
の
問
い
か
け
を
「
始
め
」
に
お
い
て
提
示
し
、
「
中
」

で
は
資
料
か
ら
得
た
２
種
類
の
情
報
と
そ
こ
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
を
順
に
並
べ
、

ま
と
め
と
し
て
自
ら
の
考
え
を
「
終
わ
り
」
に
述
べ
る
よ
う
な
構
成
を
選
択
し
て

い
る
た
め
、
「
始
め
」
、
「
中
」
、
「
終
わ
り
」
の
各
部
分
と
そ
こ
の
含
ま
れ
る

要
素
が
つ
な
が
り
を
も
っ
て
適
切
に
配
置
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
「
お
お
む
ね

満
足
で
き
る
」
状
況
（
Ｂ
）
と
評
価



事例２⑥
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【思考・判断・表現②】「書くこと」において、事実と感想､意見を区別して書くなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫している。（第６・７・８時）

（「おおむね満足できる状況」（Ｂ）と評価した例）

客観的な事実から述べられ
ていることがわかる文末表現

客観的な裏付けとなるよう
に、「事実」の出典が明記さ

れている。

具体的な数値の記述

信頼できる資料から得られた情
報が、割合などの数値を伴って
示され､それに基づいて分かっ
たことや考えたことが書かれて
いる場合、「おおむね満足でき
る」状況（ B）と評価
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作成した「指導と評価の計画」を基に､授業を行う

【主体的に学習に取り組む態度①】粘り強く、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫し、学習
の見通しをもって意見文を書こうとしている。（第６・７・８時）

児童３の場合 （「おおむね満足できる状況」（Ｂ）と評価した例

＜第６時＞

②Ａさんの指摘を
受けて次時に修正
しようとしている ①書き表し方についてＡさんから指摘をもらう

③Ａさんの指摘を受け
た児童３の試行錯誤
を見取り

友達の指摘や教師の助言を踏まえて児童３が修正を試みる（第７時へ）

１
．

児
童
３
の
下
書
き

２
．

児
童
同
士
の
交
流
と
振
り
返
り

④結論に対する意見の裏付けとして弱いと判断し
教師から助言

３
．
教
師
か
ら
の
助
言

事例２⑦
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書
き
表
し
方
の
工
夫
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
友
達
や

教
師
と 

交
流

際

得

指
摘

助
言

踏

書

表

方

良

粘

強

試
行
錯
誤

様

子

見
ら
れ
た
と
判
断
し「
お
お
む
ね
満
足

き
る
」状
況

＜第７時＞
②
Ｂ
さ
ん
の
指
摘
を
受
け
て
次
時
に
修
正

し
よ
う
と
し
て
い
る

第６時に受けた教師からのアドバイスを
取り入れている

①書き表し方についてBさんから指摘をもらう

事例２⑧

（B）



主体的・対話的で深い学び

30

資質・能力の育成のための授業改善の視点



実現すべき「令和の日本型学校教育」の姿

31【令和３年 中央教育審議会答申より】



改めてGIGAスクール構想

32

個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させ、
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善へ



StuDX Style

33
日常的に、必要な時に使えるように。



StuDX Style

34思考ツールであり、表現ツールでもある。



StuDX Style

35
デジタルかアナログかではなく、効果的な活用を





まとめにかえて
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そもそも

授業は何のために行うのか

38

指導事項を育成するため

育成された子供の姿の想定



目指すは

先生が教えこむ授業から

子供が学ぶ授業へ

39



初等教育資料のご案内

40


